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が

阪南町は大阪府の南部に位置し、大阪のベッドタウンとして開発の進んでい

る地域にあたります。こうした開発行為の増加にともない、様々な埋蔵文化財

が調査され、記録保存されています。本町教育委員会では、文化財保護の立場

から埋蔵文化財の所在、範囲確認調査を昭和62年度より2ケ年計画で実施して

きました。昨年度の調査では、十数ケ所の遺跡が新たに周知されています。今

年度の調査においても、以下の本文で報告させていただいておりますように、

十分な成果を修めることができました。

今年度の調査成果をここにご報告いたします。最後になりましたが、調査に

ご協力下さった関係者の方々に感謝するとともに、今後、よリー層のご理解、

ご協力をお願いいたします。

平成元年 3月

阪 南 町 教 育 委 員 会

教育長 庄 司 菊太郎

は



例 ロ

1.本書は、阪南町教育委員会が昭和63年度

国庫補助事業として計画し、社会教育課が

担当実施した阪南町内の埋蔵文化財分布調

査概要報告書である。

2。 調査は、阪南町教育委員会社会教育課三

好義三を担当者とし、昭和63年 4月 1日 に

着手し、平成元年 3月 31日に終了した。

3.本書の編集および執筆は、調査参加者お

よび三好が行った。

4.本調査により種々の遺物を採集し、阪南

町教育委員会で保管している。広く活用さ

れることを希望する。



1章

2章

3章

4章

1節

2節

5章

目

調査に至る経過

歴史的環境

調査の方法

調査成果

散布地および遺構存在地点の特徴

1)平野部

2)山間部

3)海岸部

採集遺物

まとめ

５

７

７

８

　

１０



挿  図  目  次

第1図  阪南町内埋蔵文化財包蔵地分布図              2
第2図  分布調査小地区設定凡例                  3
第3図  分布調査採集遺物個体数凡例                3
第4図  分布調査地区設定図                    4
第5図  分布調査採集遺物 (石器)                 8
第6図  分布調査採集遺物 (土器)                 9
第7図～第11図  分布調査採集地区図 (1)～ (11)      18～ 28

表   目  次

表1～表7  地区別採集遺物一覧表 (1)～ (7)       11～ 17

図  版  目  次

図版1  遺物散布地点  平野部 (1)
図版2  遺物散布地点  平野部 (2)
図版3  遺物散布地点  平野部 (3)
図版4  遺物散布地点  平野部 (4)
図版5  遺物散布地点  平野部 (5)
図版6  遺構確認地点  山間部 (1)
図版7  遺構確認地点  山間部 (2)
図版8  遺構確認地点  海岸部―瓦窯跡―

採集遺物



第 1章 調査に至る経過
関西新空港建設に伴う開発をはじめとし、多くの開発事業が泉州地域に及ん

でいることは周知のとおりであり、阪南町においても開発行為の増加は、当分

の間続くであろうと予想される。そのような現状の中で町教育委員会は、昨年

より2年にわたる町内遺跡の詳細な分布調査を国庫補助事業として実施した。

昨年度は、阪南町の東部一旧東鳥取町域 (阪南町は昭和47年に東鳥取町と南

海町が合併)を中心に調査した。その結果、平野部では縄文土器が採集され、

また山間部では井関川上流で石切り場跡と思われる遺構を数ケ所確認するなど、

かなりの成果をあげることができた。

このように未だ確認されていない遺跡の分布状況を把握することは、開発行

為が盛んな現在にあっては、埋蔵文化財の保護という意味においてだけではな

く、円滑な土木工事を進める上においても必要であると思われる。

今年度は、阪南町の中心部である西鳥取地域ならびに南部に位置する箱作地

域を中心に調査を実施した。 (三好 )

旧石器時代の遺跡としては、神光寺 (蓮池)遺跡がある。同時代の明確な遺

構・遺物は検出されていないが、遺跡内で後期旧石器時代に属する有舌尖頭器

が採集されている。縄文時代では、玉田山遺跡等で石鏃等が採集されているが、

遺構は未検出である。弥生時代では、神光寺 (蓮池)遺跡で方形周溝基が検出

されている。古墳時代としては、玉田山古墳群がよく知られているところであ

る。歴史時代になると、ほとんどの遺跡で遺物が検出される。特異な遺跡とし

ては、箱作ミノバ石切場跡、細谷石切場跡が存在する。前者は、先年大規模な

発掘調査が実施され、和泉砂岩の石切り場跡、加工場跡として知られている。

貝掛遺跡、金剛寺遺跡では近世期の集落跡が検出され、文献上で残されていた

村が確認された。

以上が阪南町内における埋蔵文化財についての概要である。以下の章では、

今年度の調査成果を報告する。                 (三 好)

るてれさ知周が地蔵包財化文競
¨
的
肋
史
齢
歴
崚町
土早
囲

２

在

第

現

-1-



羮
廻
ヨ
田

繕
い
軍
暉
０
黒
こ
蝶

ぬ
瞥
軍
暉

ф
咽
『工
駆

羮
製
Ш
報

評
佃
＃
螺

ぬ
い
軍
暉

ソ
ヽ
ヽ
″
半
澪
姜

羮
繁

ヨ
米

墨
四
択
澤

透
颯
騒
蜘
ヽ
騒

重
饗
兼
逃
凛

骨

旨

維
鄭
佃
０
野

糖
四
十
日
爛

糖
廻
車
眠

ぬ
製
神
綱
燈

羮
硼ヨ
Ｏ
Ｈ
ホ
川

。Ｒ

瑯
佃
製

田
目

．罠

撻
製
日
田
囃

．ミ

繕
廻
恒
田
畔

．Ｒ

ね
壇
０
普
＝

．Ｒ

重
饗
要
悧
）

や
ポ
■

．高

撻
四
十
択
円

．昌

ぬ
呵
曇
日

．ミ

罐
廻
０
口
■

．
馬

ぬ
製
ヨ
田
暉

。一
Ｎ

糖
製
田
林

．〓

糖
興
ヨ
田
十

．〓

糖
壇
ヨ
曹
燕

．〓

糖
艦
串
長
熙
ヨ
田
Ｈ

．〓

羮
廻
ヨ
田
Ｈ

．コ

維
瑯
押
ヨ
田
Ｈ

．〓

糖
廻
田
嫁

皿

．〓

発
廻
ヨ
厖

．〓

ぬ
廻
ヨ
Ｅ

。〓

繕
廻
恒
田
皿

．〓

羮
製
日
田
担

。一

性
瑯
拒
ヨ
田
皿

．∞

ぬ
廻
田
唯
≪

．い

ぬ
製
ヨ
恒

．∞

ぬ
（十
凛
暉
）

や
飾
叶

．一

ぬ
廻
割
側

．一

ぬ
廻
響
ヨ
ト

．∞

ね
漑
晏
Ｅ

．Ｎ

ぬ
廻
ヨ
曜

．”

．
一
寺

．
∞
一

．
Ｎ
一

．
”
一

．
一
一

第 1図 阪南町内埋蔵文化財包蔵地分布地図
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第 3章 調査の方法
調査方法は、以下のような地区設定を行い、

主として田、畑等の開墾され、地表面が露出し

ている地点の表面観察および遺物採集を行った。

1)阪南町全域を国土座標を参考にまず便宜的

に500m× 500mを 1つのブロックとする大

きな地区を設定した。この大きな地区ナンバー

は第4図のとおりである。

2)こ の大きな地区をさらに50m× 50mの小第2図  11翌嚢定凡例
さな地区に分け、この地区ごとに遺物採集を行うことにした。この小さな地区

ナンバーは第 2図のとおりである。

採集した遺物は、大小にかかわらず、すべて 1点としてあつかい、石器 (剥

片を含む)、土師器・土師質、須恵器 0須恵質、瓦器 0瓦質、瓦、陶磁器、土製

品、蛸壷、土錘、その他に分け一覧表に表した (表 1～ 7参照)。さらに、この

表に基づいて遺物の採集地点を地図に表した (第 7図～第11図 )。ここでは地区

ごとの採集遺物個体数を 10以下、11以上～30以下、31以上～50以下、51以

上～100以下、101以上の5段階に分けて表した (第 3図参照)。なお、すべて

の地区から最低一点の遺物を採集することができたため、空白部分は遺物が採

[]易i」:::環〔ilよII:111≧][][[i      言塁塁]101以
上

曇舞itEIi重唇蘇|:I]TIの
ほとんどを調査対

 国 100以下～51以上

竺IFIか[武I[颯墓魂認した場囲暇¬胆

:L:〕

`1:li[1[子

I〕F:[1こ裏量層易[壺菖重花 ⅢШ皿30以下～11以上

[II]m以
下

第 3図  鼻真召場個体数几例

していない。

以下の章で、調査の成果の概要を述べることにする。
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第 4図 分布調査地区設定図
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第 4章 調査成果
1節 散布地および遺構存在地点の特徴

1)平野部

21-21023、 20-18019付近 (第 13図、図版 1)

池詰川の右岸段 FT卜にあたる地域で、狭間という字名が残る。須恵器、土師

器の散布がかなりみられた他、中国製の染付、青磁片等が採集されたち

20-16025付近 (第13図、図版 1)

西鳥取地区の集落内に残る水田で土師器、瓦器等が採集された。遺物の散布

は上記の20-18019付近につながってみられるものと思われる。

20-89090付近 (第 13図、図版 2)

池詰川と佐智川に狭まれた地域で、蓮池から下手に拡がる条里跡の北端部に

あたる。土師器をはじめ須恵器、瓦器片等が採集された他、サヌカイトの剥片

も採集した。

20-59069079付近 (第13図、図版 2)

池詰川の左岸にあたる地域で、土師器、須恵器等の他、サヌカイトの石鏃を

採集した。信長街道筋にあたる。

20-95028-6付近 (第 13図、図版 2)

鳥取ノ荘駅前の開発が進む地域である。初田という字名がみられる。各種土

器片、サヌカイト片等の散布がみられた。

28-28029040付近 (第 15図、図版 3)

池詰川左岸に拡がる水田でかなりの量の各種土器片を採集した。神光寺 (蓮

池)遺跡に隣接する地域である。
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28-34・ 44付近 (第15図、図版 3)

近年の開発工事により変貌した丘陵に狭まれた谷の入口にあたる地域で、土

師器、瓦器片等を採集した。

27-30・ 39付近 (第12図、図版 4)

孝子越街道と信長街道が合流する付近で、丘陵の先端部分にあたる。土師器

片、サヌカイト片等が採集された。

27-18・ 28付近 (第12図、図版 4)

西鳥取地区の西部にあたる地域で、土師器、陶磁器片等を採集した。

66-37・ 38付近 (第10図、図版 4)

茶国 ||が形成した谷にあたる。サヌカイトの剥片をはじめ土師器片等が採集

されている。また水路布設工事に伴い青磁片等が検出されている。

49-13・ 14付近 (第 9図、図版 5)

田山遺跡に隣接する地域で、箱作地区の西端部にあたる。土師器片等を採集

した。

49-33034・ 53・ 54付近 (第 9図、図版 5)

同じく田山遺跡に隣接する地域で、各種の土器片を採集した。先の49-130

14付近にも土器の散布がかなり広範囲にみられる。このことから田山遺跡の範

囲がかなり拡がるものと思われる。

64-405付近 (第 8図 )
田山遺跡の西側に隣接する地域で、田山川の低段F卜にあたる。前述した田

山遺跡の東側に拡がる地域とは違い、土器の分布はあまりみられなかった。こ

のため田山遺跡が西側に拡がる可能性は低いものと思われる。
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2)山間部

A地点 (第 17図、図版 6)

山中渓の集落より東に l km程度入った山間部で、近世期以降のものと思われ

る石切り場跡を確認した。小さな谷を上った尾根上にあたり、数ケ所の平担地

がみられた。また、石積みにより造りだした平担地も確認できた。周囲にはコッ

パが散在し、矢跡の残るコッパ、石塊の他、未製品と思われる角柱状の石がみ

られた。すぐ東側の谷すじは、隣接する泉南市域にあたる。このため、泉南市

域にも未発見の石切り場跡の存在が充分に予想される。

B地点 (第17図、図版 7)

A地点より谷を少し下った地点である。角柱状に加工した跡のみられる石の

未製品が数個確認できた。A地点で切り出した石の未製品と思われる。

3)海岸部 (第 7図、図版 8)

63-13014015付近

箱作から岬町淡輪へ続く海岸で、近世以降のものと思われる瓦窯跡を確認し

た。波打ち際にあたり、波により削られた崖に焼土塊、瓦片、ロストル等がみ

られた。かなりの数の瓦窯跡が存在していたものと思われる。 (三好)
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第 2節 採集遺物
石器 (第 5図、図版 8)

1は93-16地区から採集された石錐と思われるものであるが、錐部や側辺部

が欠損しているため形態はわからない。2は20-79地区採集の凹基式無茎石鏃

で、弥生時代のものと思われるが基部は一部欠損している。どちらもサヌカイ

ト製である。

土器 (第 6図、図版 8)

採集した遺物の中から実測可能な資料を選び図化したが、大半の遺物は磨耗

のために調整痕をとどめていない。以下では、各遺物の器種と調整の明確なも

のについてはそれを、また、編年表など資料によって年代を推し量ることがで

きるものはそれを言己述する。

1は土師質の小皿、2は土師質の管状土錘であるが、一般の管状土錘より小

型である。3～ 6は土師器・土師質の壷の日縁部と思われる。3の内面にはナ

デ調整がみられる。7～ 8は須恵器の不蓋である。8の内外面にヨコナデが施

されている。10～12は須恵器外の日縁部、13は高台部である。11は日縁部に、

12は内外面にヨコナデが施されている。14は東播系と思われる須恵質の捏鉢で

ある。内外面にヨコナデが施されている。15は須恵器壷の口縁部と思われ、内

面にヨコナデがみられる。16、 17は瓦器の皿、18～30は瓦器婉の口縁部および

高台部である。高台は貼り付けによるものである。31～33は中国製青磁と思わ

れる碗および皿である。31、 32はヘラ先等による線描蓮弁文をもつ。蓮弁の形

式から15世紀後半から16世紀のものと思われる。残存部全体に施釉されている

が発色はわるく、32は全体に貫入がみられる。33は内面に丸彫による蓮弁をも

つ。残存部全体に施釉されている。34は中国製と思われる染付の高台部である。

内面見込みに染付が残り、高台外面に2本の界線がめぐっている。35は瀬戸美

一⑤ 一fl一 Jι
濃系の天目碗。39040・ 42は瀬戸

美濃系と思われる施釉陶器。360

38041043は肥前系と思われる

施釉陶器である。37・ 44,45は施

釉陶器の破片である。 (井上)

― o        2
◇                   

―

m

第 5図 分布調査採集遣物(石器 )
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第 5章 まとめ

以上、今年度の分布調査の成果を述べた。今年度は主に阪南町合併以前の旧

南海町域および山中渓地区について調査を実施した。この旧南海町域では、関

西新空港建設に伴う土砂採集事業が行われており、その事前に実施された分布

調査、発掘調査により、遺跡の範囲が変更、拡大されていた。そして今回実施

した分布調査でもかなりの成果をおさめることができた。このうち 2、 3の地

点を特記して、まとめにかえることにする。

まず平野部では西鳥取地域の池詰川、佐智川流域があげられる。遺物の散布

がかなり広範囲にわたり認められた。蓮池下手に拡がる条里遺構と考えあわせ

ると、当時よりその条里を生産の場とする集落の存在が十分に予測される。

箱作、田山地域では、田山遺跡東側に隣接する地域で遺物の散布がみられ、

田山遺跡が東側に拡がる可能性がでてきた。今後の調査に期待する。

次に山間部では、山中渓地区において比較的大規模な石切り場跡を確認した。

昨年の調査では桑畑地区において石切り場跡を確認しており、箱作地域ではす

でに箱作ミノバ、細谷石切り場跡が周知されている。これらのことから、この

阪南町では、町域のほとんどの地域で石切りが行われていたものと思われる。

やはり石切りは近世期以降の阪南町の重要な産業であったようである。

海岸部では、岬町との隣接地域で近世期の瓦窯跡を確認した。波によりかな

りの削平を受けているので、調査等早急な対策を講じる必要がある。

以上、今年度の分布調査の成果をまとめてみた。昨年度同様かなりの成果を

おさめたことは前に述べたが、この調査は地域によっては様々な理由により制

約を受けていることを記しておく。このような制約を考慮に入れて今後の調査

を行っていきたい。

未筆ではあるが、調査にあたり心良く立ち入りを許可して下さった土地所有

者の方々、調査方法等について御教示いただいた大阪府および泉北・泉南各市

町の教育委員会の担当者の方に感謝の意を表する。また、調査に参加下さった

奥村恭子・和田旬世・井上祥子・坂井員弓・東 公美・西畑昭男・高梨 裕・

伊興部希香の諸氏にも感謝する。

―-10-―
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地区別採集遺物一覧表 (1)

地 区 字 名
石 器
(剥片)

器
質
師
師
土
土
須恵器
須恵質
瓦 器
瓦 質 瓦 陶

磁器 土製品 蛸 壷 土 錘 その他 計 備 考

6-28 11開

6-29 中 開

10--48
`|:3サ
‖ドウメ 1

13-70 番匠山 1 4 44 鉄製品

13-78 南ハザマ 43 1 81

13-83 狭 問

13-88 狭 間 1 1

13--89 狭 間 45

13-92 狭 間 1 4

13-93 狭 間 8

13-98 狭 間 18 1 4

13‐ 100 番匠山 8 154

14-42 κL神 1

19-100 横 溝 1 4 4

20-9 狭 間 18 1

20-10 狭 問 1 1

20-15 町 田

20-16 町 田 58

20-18 狭 間 48 109 中国製染付

20--19 狭問的場 43 1 土製品人形

20-20 狭 間 20 48 土師質めんこ

20--25 町 田

20-26 町 田 19 47

20--28 八 郎垣 外 6 8 1

20-29 狭 間 1

20--38 八郎垣外 10 1 8

20--40 八郎垣外 1

20-50 大場橋 1

20-58 内畑

20-59 内 畑 40 10 1 40 104

20--6( 大場橋 1

20--68 内 畑 44 4 87

20--69 南之辻 1 47 118

20-77 南之辻 1
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地区別採集遺物一覧表 (2)

地 区 字 名
石 器
(剥片)

器
質
師
師
土
土
須恵器
須恵質
瓦 器
瓦 質 瓦

陶磁器 土製品 蛸壺 土 錘 その他 計 備 考

20-78 南之辻

20-79 南之辻 28 4 20 1 石鏃

20--80 南之辻 28 18 1

20-85 平 松

20-89 南之辻 8

20-90 南之辻 38 1

20--95 初 田 46 4 1 94

20-96 初 田 1 1

〕0-99 太畑 ケ 18 18 46

20-100 太 畑 ケ

21-21 狭 間 46 青磁

21-32 狭 間 8 1

21-41 狭 間 18 1

21-42 狭 問

21-51 大場橋道 ノ上 1 26 88

21-63 大場橋 43

21-66 小才堂 1

21-67 西京写奎
松 4 1

21-73 増ワ霊 1 78

21-74 道 ノ上 1 1

21-82 堀 田 1 8

21-83 筋向橋 44 鉄製品

21-84 筋向橋

21-86 小才堂

21-87 小才堂 1

21-88 晶喜為 1 28 68

21-89 西台速水 ノ西 1 1 18

21-94 松
ミ
本
ヤ
一
ハ

1

25-8C 赤阪東 18 1

27--7 西 田 60 44 18 1 164 1銭銅貨

27--8 西 田 61

27-9 横 溝 14 1

27--16 戎 10

27--18 西 田 48 8 114
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地区別採集遺物一覧表 (3)

地 区 字 名
石 器
(剥片)

器
質
師
師
土
土
須恵器
須恵質
瓦 器
瓦 質 瓦 陶磁器 土製品 蛸 壺 土 錘

その他 計 備 考

27-24 戎 1 1

27-28 西 田
横溝

41

27--30 横 溝 18 14

27--34 戎 1 4 38

27--35 戎 8

27-38 立 石 18 1 1

27--39 立 石 1 1 鉄製品

27--46 立 石 47

27--48 立 石 1

27--49 立 石 18 1 44

27-50 立 石

27-56 立 石 10

27-58 立 石

27-59 立 石 18 56

27--60 立 石 1

27-61 大 松

27-62 小原谷 1 8

27-68 立 石 1

28-1 花 ノ木 1

28-3 辻堂 ノ上 1

28--6 初 田 8 74

28-7 初 田

28-8 太畑 ケ

28-‐ 9 太 灯1ケ 40 244

28-10 太剣1ケ 4 41

28-12 辻堂 ノ上 青磁

28-13 辻堂ノJ二

28-16 初 田 1

28-17 初 田山根

28-19 太畑 ケ 1 1 青磁

28-21 池尻横溝 34

28-23 辻堂 之上 4

28-25 辻 堂 之上 1 1

28-26 辻堂之上 1 1
土製品
人形めんこ
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地区別採集遺物一覧表、(4)

地 区 字 名
器
わ
石
側
土師器
土師質

器
質
恵
恵
須
須
瓦 器
瓦 質 瓦 陶

磁器 土製品 蛸 壺 土 錘 その他 計 備 考

28--28 山 根 84 8 44 1 172

28-29 山 根 45 8 86 青磁

28-36 辻堂之上

28-38 山 根 14 1 38

28-39 山 根 49

28-40 山 根 41 8

28-42 池 尻 4

28-43 池 尻 1

28-44 池 尻 107

28--45 池 尻 4

28-46 平 谷 1 8

28-49 山 根 8

28-5( 山 根 1

28--52 池 尻 1

28-55 池 尻

28-5( 平 谷 8 14

28-57 平 谷 19 1 38

28-6{ 山 根 4 8

器-66 平 谷 1

28-67 平 谷

28-77 平 谷

28--87 平 谷 28

器-88 平 谷 1 1

28--89 平 谷 1 1

28--9ε 平 谷 1

28--99 平 谷 1

28-100 平 谷 1 18

29-1 太畑 ケ 1 8

29-31 山 根 10 14

29-41 山 根

29--52 山 根 1

29--64 極楽寺 1

30-3 西台神明南 1 1

30-4 西台神明南 1
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地区別採集遺物一覧表 (5)

地 区 字 名
石 器
(剥片)

器
質
師
師
土
土

器
質
恵
恵
須
須
瓦 器
瓦 質 瓦 陶磁器 土製品 蛸 壺 土 錘 その他 計 備 考

30-14 西台神明南 1 1

30--22 西 台 20 1 土師質の人形

30--23 矢 倉 1 34

1-77 西 畑 1 28 84

1-86 西 畑 41 182 宝
品
通
製
永
鉄
寛

-6 向 出 1

32-15 1句 LH

36-71 イ チ ホ 1 1 1

36-72 イチ ホ

36-82 イチ ホ

36-83 イ チ ホ 1 8

45--92 平 見

48--75 田山濱 1

48-83 田山濱

48-84 田山濱 1

49-43 中 筋 10

49-44 出 日 1

49--46 宮 ノ西 1 8 45

19-47 宮 ノ西 1 10

49--53 中 筋 1 18

19-54 出 口

19-57 宮 ノ西 1 1 8 43

49--62 中 筋 1

49--63 中 筋 1

49-66 宮 ノ西 8 9 28

49-73 中 筋 14 8 8 1

49-74 出 口 1 4

49-75 島 ノ本 1 4 1 14

50-51 竹 鼻 1

50-76 一削 1

50-78 古 森

50-79 古 森

50--86 前 ノ 1 8

50--96 1
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地区別採集遺物一覧表 (6)

地 区 字 名
石 器
(剥片)
土師器
土師質

器
質
恵
恵
須
須
瓦 器
瓦 質 瓦 陶

磁器 土製品 蛸 壺 土 錘 その他 計 備 考

59-1 平見 1

64-4 田山 1 1

64-12 大崩 1

64-13 前田 鉄製品

66-5 前ノ 1

66-6 1 1

66--16 前 ノ 1

56-26 一削

56-28 中山田

56--36 一削 68

66-37 一削

66-38 中山田 1 8 1

66-48 4

58-55 池谷 1 1

78-6 四ノ原 1

78-16 四ノ原 1 1 4

78-17 四ノ原

78-27 四ノ原

78-37 四ノ原

78-43 ニノ原

30-24 山田 1

30-32 山田 1

30-42 山田 1 8

)2-20 ヨi子原

〕3-30 王子原 1

33-11 王子原 8

33--51 中筋 4 4

D3--53 下ノ垣内

93-61 中筋 1

93-62 下ノ垣内 1

93-63 下ノ垣内

93-64 下ノ垣内 8

93-73 向イ田

93-74 向 イ田 鉄製品
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地区別採集遺物一覧表 (7)

地 区 字 名 石 器(剥片)
土師器
土師質
須恵器
須恵質
瓦 器
瓦 質 瓦 陶磁器 土製品 蛸 壺 土 錘 その他 計 備   考

33-82 向イ田 8 青磁

33-88 lillイ [l]

D3-84 向イ田 1 鉄製謂:

D3-8[ 向 イ田 1 40

33-92 八王子山 1

33-93 宮ノ後
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第 7図 分布調査採集地区図(1)
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第 8図 分布調査採集地区図(2)
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第 9図 分布調査採集地区図(3)
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第10図 分布調査採集地区図(4)
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第11図 分布調査採集地区図(5)
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第12図 分布調査採集地区図(6)
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第13図 分布調査採集地区図(7)
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第14図 分布調査採集地区図(8)
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第15図 分布調査採集地区図(9)
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第16図 分布調査採集地区図(10)
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第17図 分布調査採集地区図(11)

箱
蟄

-28-





図
版
１

遺
物
散
布
地
点

平
野
部
０

21-21・ 22付近 (南東より)

20-10。 19付近 (北西より)

20-16・ 25付近 (北東より)
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図
版
２

遺
物
散
布
地
点

平
野
部
０

20-00。 90付近 (西より)

20-59・ 69付近 (南西より)

20-95。 20-6付近 (南西より)
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図
版
３

遺
物
散
布
地
点

平
野
部
０

20-20。 29付近 (南より)

(南西より)

20-34・ 44付近 (東より)
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図
版
４

遺
物
散
布
地
点

平
野
部
０

27-30。 39付近 (南西より)

27-10・ 20付近 (南西より)

66-37・ 30付近 (西より)
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図
版
５

遺
物
散
布
地
点

平
野
部
０

49-13・ 14付近 (南より)

49-33・ 34付近 (西 より)

49-53・ 54付近 (東より)
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図
版
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遺
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点

山
間
部
０
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図
版
７

遺
構
確
認
地
点

山
間
部
０

B地点

B地点

B地点
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